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嚢
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い
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京
都
恵
良
無
規
石

州
、
本
船
は
慶
嚢
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
讐
及
を
隣
る

こ
と
を
冒
的
と
す
る

一
、
右
の
R
皿
一
帯
の
た
め
に
択
の
蹴
説
茶
を
行
う

e
　
毎
痺
一
隅
蕉
究
禽
を
閉
く

〔回

@
侮
年
公
開
講
演
曾
を
醍
く

㈱
鯨
月
一
圓
「
哲
學
研
究
」
を
嚢
行
ず
る

一
、
本
題
の
礁
端
氷
を
山
陵
ハ
∬
ふ
メ
る
た
め
に
添
鱒
興
若
干
名
を
お
く
、

一
雨
蘇
以
は
山
爪
都
大
學
哲
學
科
籔
m
官
…
及
び
療
宏
鐵
パ
倉
詞
に
お
い
て
推
藤
脚

し
其
者
に
蜜
嘱
す
る

一
、
本
搬
8
4
は
脅
肩
照
貝
翻
魁
嵐
檀
と
し
、
脅
目
員
に
は
論
貧
格
の
制
限
を
節
眠
山
り

な
い
、
學
校
・
剛
囲
嚢
回
館
∵
興
他
の
糊
【
撚
問
は
醐
囲
融
μ
の
ル
眉
を
以
て
入

倉
す
る
こ
と
も
で
還
る

一
、
曾
員
は
會
費
と
し
て
年
八
四
〇
醐
、
叉
は
傘
年
顕
二
〇
蜀

を
粥
納
す
る

一
、
倉
員
は
禽
誌
の
醗
布
を
受
け
、
禽
誌
に
豫
告
す
る
器
…
種
の

行
凄
に
禺
罰
す
る
こ
と
が
で
逡
る

囲
、
本
曾
は
購
務
断
を
京
都
大
學
丈
學
部
内
に
お
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一
、
本
倫
M
規
蜘
脚
の
改
正
備
灘
㌘
鱒
伽
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淫
淋
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蝋
台
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4
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轍
匹
議
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よ
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に
於
け
る
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存
厩
…
と
畷
無
識
の
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に
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蓮
し
て
、
更
に
い
く
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か
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本
質
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蹴
聞
題
、
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，
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猫
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（
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六
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（
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簸
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號
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…
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（
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念

蒔
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部
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會

告

一
、
本
會
は
倉
員
愚
幾
．
と
し
宿
員
に
は
鴫
貧
絡
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
倉
属
望
の
方
は
窟
都
富
左
京
髄
拠
中
西
浦
町
弘
女

　
堂
内
京
瓢
哲
學
奮
係
宛
に
規
定
の
金
湘
賀
（
砕
八
四
〇
圓
梁
は

　
牟
年
繊
二
〇
鱒
）
を
お
挑
込
下
さ
い

「
振
赫
口
座
山
累
都
一
轟
几
五
五
轟
ハ
番
　
山尿

V
暫
學
盃
目
し

一
、
倉
卿
ハ
切
れ
の
場
合
は
饗
卦
に
コ
糖
金
切
し
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
竃
ち
に
御
飾
込
事
き
い
、
一
葎
分
（
久
は
孚
年
分
〉

禽
費
ほ
原
谷
と
し
て
本
訪
十
二
燐
（
久
は
六
燐
）
の
逡
附
濟

　
　
㌧
、

　
晶
駕
以
て
朗
金
燐
れ
と
し
、
倉
湘
賓
の
押
饗
更
其
他
の
蹴
穂
に
よ
る

過
不
足
は
一
奪
（
叉
は
牛
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
禽
昌
鍛
の
紳
騨
后
乗
懸
盃
B
熱
u
（
編
集
蹴
㍗
務
凱
外
の
酬
切
）
の
跡
務

は
弘
女
堂
内
窟
瀦
鱗
口
學
暫
係
へ
御
通
強
下
さ
い

一
、
本
靴
恥
の
編
…
俺
塞
に
闘
脚
す
る
一
迎
指
・
噺
刷
書
・
ψ
可
賄
難
融
甜
綜
は
本

表
口
宛
に
お
逡
り
下
き
い
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鐵
中
西
浦
町
照
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弘
文
堂
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刷
所

京
郡
軍
照
中
玉
詞
七
四
〇

倉株

証式

＃1弘

蓋
三文：

譲
護堂

註
文
規
定

｝、

ﾗ
垣
員
以
外
の
購
譲
者
の
獅
註
文
及
び
廣
告
に
翻
す
る
件
は

「，

c弘

欄
普
v
へ
獅
申
｝
込
下
・
さ
い

囲
、
本
誌
の
御
註
女
は
す
べ
て
代
金
郵
税
共
（
一
部
、
定
擬
セ

・
丁
闘
・
郵
穐
八
圓
）
蔚
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

一
、
特
に
謂
白
日
【
及
び
領
牧
韓
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
雰
八
磯

を
お
邊
り
下
さ
い
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